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NPOやましろ里山の会 週刊ニュース 988号 2023-07-06 

●参加募集開始される 近畿子どもの水辺（8 月 20 日） 場所:大阪ふれあいの水辺 

今年は対面での実行が可能となりました。一昨年は

Webで「奈良文化会館」にて実施 昨年は兵庫県三田

市「人と自然史博物館」にて実施 来年は滋賀県 

来々年は京都府で開催予定になっています。今から 17

年前頃にこの取り組みが始められました。大阪に続い

て滋賀県が所有する「海の子」や琵琶湖汽船の「バイ

リンガル」の 2隻の船を使っての近畿地方の子どもた

ちに琵琶湖を案内する勉強会が行われました。そして

近畿地方を 3巡目の取組になります。今回は初めて水

辺での活動を取り入れた企画になり、午前中は参加者

が Eボート体験や水辺での水質検査、地形学習に取組

み、午後からは学習発表体験発表を通じて、多くの仲

間の前での発表を行って交流を深め合います。皆様の

子どもたちの成長を促す機会として、京都からも大い

に参加をお願いします。参加者の子どもたちの交通費

については一部補助が予定されています。 

 

●竹ペン製作工程説明会実施 7 月 18 日 里山の会事務所  

（一回目は午前 10時 二回目は 11時の予定です） 

約 2年にわたって工夫を重ねてきました「竹ペン」制作の成果につ

いて、心配をおかけしてきましたが、ようやくの事、形にこぎつけ

るところまで到達出来ました。工程をご覧になってさらに改善すべ

きところについて、お気づきの点をご教授いただきたくお願いいた

します。 

 

●昆虫観察会開催 7 月 8 日（土）9 時 30 分から 

夏休み前になりますが、この時期が昆虫の出現の頃だと思いますの

で開催します。先日のホタルの集いの日にはクワガタが数匹トラッ

プで捕獲することができました。18日にはカブトムシなどが捕獲出来ているでしょうか。昆虫の

世話係の金田さんは長年の経験から、トラップの中身に工夫を重ねてきておられ、近年この地域

に適したものを調合されるようになって大きな成果を得られています。また指導をかっていただ

きました野村様は自然環境に非常に詳しく優れた先生です。きっと皆さまの様々な疑問にお答え

されるものと期待しています。これまでにない充実した昆虫観察会になると期待しています。少

雨決行で予定をしていますので、ぜひお越しください。里山農園は教育棟として大屋根が作られ

ていますので役立つと思います。天候が少し心配ですが、多くの皆さんのご参加をお待ちしてお

ります。4日までの参加申し込みは 6家族 15 名となっています。 

 

●夜の生き物調べ 7 月 22 日（土）16：00～21：00 夜間照明をして集まってくるものを調べます。 

子どもたちが楽しみにしている夏休みでの取り組みで、夜の生き物調べの機会はあまり実施され

ておりません。里山の会はこれまで昆虫観察のご指導を長年お世話になってきた前近畿大学教授
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の桜谷保之先生に、名古屋からお越しになっていただき、ご指導をいただくことになりました。

夜間に集まってくる昆虫観察会を里山農園の教育棟で開催いたします。こうした夜間の取組はス

タッフの協力理解が得られなくては実行できませんが、里山の会の皆さんの理解があって開催で

きる貴重な機会ですので、ぜひご参加ください。準備が出来ましたらヤマトサンショウウオの生

育地の夜間ビデオの映写を検討してみます。参加申し込みをお願いします。 

 

●ジャガイモ堀り 7 月 2 日（日）約 40kg を収穫 

ジャガイモを植え付けたのは 3月でした。少し植付

けの時期が遅れましたが、収穫期を無事に迎えられ

ました。一般的に農家の方々は今年の実りは厳しい

とのことで、里山農園の場合もどちらかと言えば不

作の出来ばえだったようです。蒸かしイモや煮っこ

ろがしで食していただいた皆さんの声はイマイチと

いうことでした。畑への施肥は例年通りでしたが、

収穫前に雨がよく降ってイモの味が落ちたというこ

とでした。また畑の水はけも不十分なところもあ

り、来年は畝を少し高くすることや、水はけをよく

するなどの改善点が話し合われました。物事を指摘

するのは容易ですが、いざ実行するのは大変難しい

ことです。ご苦労をお願いすることになりますが、

よろしくお願いします。 

 

●円山に植樹をしました 7 月 2 日 エノキ 1 本・どんぐり 20 本 

昨年 10月に王仁公園で拾ってきたどんぐりを植木鉢で手塩にか

けて育てていただいた金田さんから貴重な苗を。丸坊主になって

いる丸山に 20本余りを、5m間隔以上にして植え付けていただき

ました。里山農園の周囲に茂っていたものが、2年前の台風によ

って樹液を出し続けていたエノキやコナラなどの巨木が倒壊し、

フジバカマ昆虫たちにとって大きな環境変化が起きてしまいまし

た。それらの影響もあってかオオムラサキの幼虫は 12月の冬の

観察会では、発見できないという現象が起きてしまいました。オ

オムラサキの幼虫が発見できなったことは 25年間で一度もなか

ったことです。こうしたことを想定して桜谷先生の提言でどんぐ

りの木を植樹してきました。随分大きくなりましたが、まだ樹液

を出してくれるところまでは成長できていないのです。太くなり

高くなる成長スピードは素晴らしいのですが、時間がかかりそう

です。今年植樹しても 10年ぐらいはかかるのではないかと思います。植樹の必要性はどなたもお

っしゃりますが、具体的に準備を始めることにはならず、購入など安易な提案がよくあることで

す。私たち里山の会は「手作り」で行うことを大切にやってきました。こうした原点を大切にし

て、自然を大切にしようという活動を進めるべきではないでしょうか。多くのスタッフの皆さん

は高齢化や体力の後退というハンディを抱えての活動ですが、金田さんの行動に学んで頑張って

ゆきましょう。 
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●里山農園のササユリが朝日新聞で紹介されました。 

 


